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1｡　各種機器に対 する

では必須 の手段 とな りつつあ る。一方繊維 晶に対し ても

超 音波 洗浄が特殊な効果をあげ うるのでは ない かと注 目

されはじめている。 織物のよ うな組 織のも のでは超音波

の吸収が大きく一様に超音波を照射せし めるこ との技 術

的 困難さ と設備費のコ スト高 とい う経済的問題 から丸洗

い のような目的 に使用するこ とは ともか く部分的 なよご

れのし みぬきには超音波 の使用は著しい効果 をあげ うる

こ とが予測される。 われ われ は各種 の繊維 からで きてい

る布を人工的にいろいろ汚染し て超音波洗 浄の効果 を検

討 した。

2.　超音波発振器は150W,   25KC の磁歪式発振器で

振動子の尖端に ホーン（ 共鳴器） を附し たものである。

平 皿に汚染布を とり洗剤溶液 を一定量加え てそ の直上 に

ホーンを漬けて一定時間照射 を行 った。後，汚染布を水

洗乾燥後反射率 の上昇 か ら洗浄効率 を 求 め,   Launder

Ometer もみ洗い などとの比較を行った。

3.　超 音波照 射は他 の洗浄 法に比し短 時間で著しい 洗

浄 効果 を示 す場合か多く， 特にカーボンブラ ック標準汚

染 布に対し ては著しい 効果 を示した。この場合， 材質が

い わゆる疎水性繊維 におい て特に著上-い。 その他照射時



の姿勢，洗剤濃度などと洗浄効果の関係などを報 告す

るよ
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